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　令和６年第２回定例会が６月５日から１３日までの９日
間の会期で開催されました。
　今回の議会では、ＡＩ乗合タクシー運行業務などを含む
補正予算などの町長提出議案が１４件、報告４件、議員
提出議案１件が審議され、すべての議案が全会一致で可
決されました。
　一般質問では、８名の議員が登壇し、町政全般について
の質問が展開されました。
　諸般の報告事項では、路線バスの再編（まちづくり課）
や新型コロナワクチン接種（健康増進課）などの今後の取組内容やスケジュールが担当課から示され
ました。

　中心市街地排水処理施設整備工事について、８２５９万９千円を増額補正するもので、補正に要す
る財源はつぎのとおりです。

路線バスの再編！
ＡＩ乗合タクシー輸送力強化などの補正予算を可決！

議事を進行する大森議長

　通学利用がある時間帯の運行を確保しつつ、
主に利用者の少ない日中の運行が見直され、
利用者の少ない路線や通学利用の少ない路線
が休廃止（中郷線・大沢・栃原線）される。

〇接種の種類：定期予防接種 B 類
〇対象者
　① 65 歳以上の高齢者
　② 60 ～ 64 歳で重症化リスクの高い方
〇接種期間・回数
年に１回、秋冬を想定（10 月 1 日から 1 月 31 日）
〇自己負担：あり（町負担額 12,800 円を予定）

・新設便６減便 50　→　114 便を 70 便に再編
（再編前の約 61% に運行を再編）

〇対象者：
次のいずれかの手帳の所有者（ただし、定期
接種対象を除く）
①身体障がい者手帳②精神保健福祉手帳③療
育手帳
〇接種期間・回数
年に１回、秋冬を想定（10 月 1 日から 1 月 31 日）
〇助成額：接種費用全額

■大子町内路線バスの再編について
（７月１日からダイヤ改正）

【再編の概要】

【再編内容】

【その他】

【任意接種助成事業について】

■新型コロナワクチン接種について
【定期接種について】

一般会計補正予算（第２号）の主なもの

歳　　入 補　正　額
国庫支出金 １６８１万１千円
地方債 ５９３０万円
繰越金 ６４８万８千円

高速バスの増便→４月 27 日から
土日祝の往復１便を増便し、1 日 3 往復、
全６便。平日 1 日 2 往復、全 4 便による運行。
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第２回定例会　提出議案等と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第54号 令和６年度大子町一般会計補正予算（第２号） 原案可決

報告１号 （仮称）大子町交流拠点施設建設工事変更請負契約の専決処分の報告について 報告済

報告２号 令和５年度大子町一般会計予算継続費繰越計算書の報告について 報告済

報告３号 令和５年度大子町一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について 報告済

報告４号 令和５年度大子町水道事業会計予算繰越計算書の報告について 報告済

議案第55号 大子町中小企業・小規模企業振興基本条例 原案可決

議案第56号 大子町過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第57号 大子町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第58号 大子町医師修学資金貸与条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第59号 茨城県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議について 原案可決

議案第60号 大子町営研修センター研修棟改修工事請負契約の締結について 原案可決

議案第61号 中心市街地排水処理施設整備工事（４工区）請負契約の締結について 原案可決

議案第62号 真空冷却機の取得について 原案可決

議案第63号 大子町農業委員会委員の任命について 原案同意

議案第64号 令和６年度大子町一般会計補正予算（第３号） 原案可決

一般会計補正予算（第３号）の主なもの
歳　　入 補　正　額

国庫支出金 ７９５８万２千円
県支出金 ２０７７万円
地方債 ４３０万円
繰越金 ７０７６万１千円

歳　　出 補　正　額
児童手当拡充分 ９８６４万円
新型コロナワクチン予防接種 ５０４１万８千円
公共施設太陽光発電設備等導入可能性調査 １０１２万５千円
農業用排水路改良事業 ８９０万９千円
AI 乗合タクシー運行業務委託 ３８０万５千円
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新しい大子町選挙管理委員会委員
及び補充員が決定

　令和６年６月２８日をもって任期満了となる、
４名の選挙管理委員と４名の補充員の選挙が行
われ、いずれも指名推薦による方法により次の方々
が当選されました。任期は令和６年６月２９日から
令和１０年６月２８日までです。

手
てづか

塚　宣
のぶひこ

彦　さん　　　益
ましこ

子　佳
けいこ

子　さん

齋
さいとう

藤　博
ひろし

司　さん　　　松
まつだ

田　容
やすゆき

幸　さん

久
く ぼ た

保田　和
かずえ

惠　さん　　鈴
すずき

木　俊
としつぐ

嗣　さん

栗
くりた

田　　嘉
よしぶみ

文　さん　　石
いしい

井　幸
さちこ

子　さん

　選挙管理委員会の委員
及び補充員は、各自治体
の議会において選挙する
ことが法律で決められています。
　指名推薦は、すべての議員が異議の
ないときに用いられる方法です。被指
名人（指名された人）でいいかどうか
を議会ではかって、議員全員の同意が
得られた人が当選人となります。

指名推薦に
よる方法とは？

■選挙管理委員会補充員

請願に対する結果報告

請願名 請願者 付託委員会 結果

1
大子町議会議員の議員報酬見直
しを求める請願

全日本年金者組合
茨城県本部大子支部
支部長　大森正喜

総務経済委員会 不採択

議案第65号 令和６年度大子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第66号 令和６年度大子町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第67号 消防ポンプ自動車の取得について 原案可決

選挙第４号 大子町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について 当選者は
下記のとおり

議員提出
第２号 議員の派遣について 原案可決
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■選挙管理委員会委員

大子町農業委員会委員に益子庄次さんを任命
　大子町農業委員会委員に１名欠員が生じていることから、後任に益

まし こ

子庄
しょうじ

次さんを任命することに同
意しました。任期は令和６年７月１日から令和７年３月３１日までです。



　令和６年７月９日に子ども議会が開催されました。

　町内小中学校（10 校）の各学校から選ばれ２名の議員が、

「まちづくり」に関する質問や提言、「大子町子ども議会交

付金事業」の計画発表や採決を実施しました。

　議長団には、小室ナオミ議長（大子西中）と神長宗佑議

長（南中）が選ばれ、スムーズな議事進行や採決など議長

の大役を無事務め上げました。

　現在４校ある中学校が令和7年度からは１校に統合されるため、20人の子ども議員（各学校２名選出）

で行う議会は今年が最後となりました。閉会後には私たち町議会議員を交えた 31 人の議員で写真撮影

を行いました。（表紙の写真）

『未来へつなごう、わたしたちの大子町』
～ Connect to the future ～

（令和6年度大子町子ども議会テーマ）

　小室ナオミ議長（左）・神長宗佑議長（右）

【議事日程】
日程第１　令和６年度大子町子ども議会の
　　　　　日程について
日程第２　まちづくりに関する質問や提言
日程第３　議案第１号「大子町子ども議会
　　　　　交付金事業」について

議会の日程について
令和 6年７月９日（火）

日程第１
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日程第２ 「まちづくりに関する質問や提言」の内容（一部抜粋）
議　員 質問・提言の内容

１（だいご小）

大
おおもり

森 一
かず

翔
と

　議員

■大子町の自然環境を守る取組について
１．昨年度のゴミの総排出量は？町民 1 人あたりどれくらいのゴミを出しているの？
２．容器包装プラスチックの回収量は？どのようなものにリサイクルされているの？

２（依上小）

小
こばやし

林 彩
あ や の

乃　議員

■川周辺の環境について
１．生活排水を流さないための工夫を知ってもらうための周知は行っているの？
２．下水道の整備が必要だと思うが、整備計画やそれに代わる計画はあるの？

３（袋田小）

根
ね も と

本 彪
あ や た

汰　議員

■観光の町としての大子町と他の市町村との関わりについて
１．「ランタン作り」など学校が観光の町として活動した場合、支援は受けられるの？
２．自然災害を受けた市町村に対して、復旧の取組を協力してはどうか！

４（さはら小）

我
あ づ ま

妻 舞
まい

香
か

　議員

■大子町と他県、他国の交流について 
１．大子町では他県や他国との交流はあるの？あるとすればどこの県や国？現在交流がな
ければ、今後行う予定はあるの？

５（上小川小）

石
い し い

井 陽
ひ ま り

茉莉　議員

■移住者を増やす取組について
■ふるさと納税を活性化するための取組について
１．移住者を増やすには、金銭的なサポート体制の拡大が必要であり、多くの財源が必
要である。財源を確保するためにふるさと納税での税収アップ策を考えるとよいと思う。
現在のふるさ納税の活性化と移住者を増やす取組を具体的に教えて！

６（生瀬小）

齋
さいとう

藤 春
はる

菜
な

　議員

■花粉症対策の取組　■奥久慈憩いの森のアスレチック施設の整備
１. スギ花粉の飛散対策として、伐採や花粉の出にくい木の植え替などを行ってはどう
か。また、花粉症対策で伐採した木材を利用してアスレチックをつくってはどうか！

７（大子中）

岡
おか

 美
み は ね

羽　議員

■公共施設へのアクセスの向上　■公共施設の充実　■グローバル教育について
■こども議会について
１．広域公園など子ども達だけでは移動が困難な郊外へのアクセスを向上してほしい！
２．大子中周辺で中学生が利用できる施設は？
３．大子町が目指すグローバル教育の最終的な着地点は？生徒のどんな姿を目指しているの？
４．子ども議会での提言や意見が具現化されたケースを教えてほしい！

８（大子西中）

堀
ほ り え

江 妃
ひめ

香
か

　議員

■林業を盛んにするために、大子町ではどのような取組をしているか
１．農林業に就きたい若者向けの農業体験ツアーなどを開催してはどうか！
２．いろいろな年齢層をターゲットにした「あそびまにあ」のような企画を増やしてはどうか！

９（南中）

神
かみなが

長 葵
あおい

　議員

■閉校後の学校施設利用
1. 地域の住民が活用できるように、南中の広いグラウンドを利用した公園の整備や、図
書室を転用した図書館や学習室などを提案する！
2．地元の人々が運営するファストフード店などの設置を提案する！

10（生瀬中）

髙
たか

橋
はし

 美
み

帆
ほ

　議員

■『大子カルタ』の活用について
1．名産品や観光地、歴史などをモチーフに作成した「大子カルタ」を活用し、教育
機関や老健施設などで楽しんでもらいたい。「大子カルタ」大会を開催して町を盛り
上げたり、町のＰＲ活動に活用してはどうか！



町（執行部）からの答弁
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子ども議員からの質問や提言に対して、町（執行部）からこのような答弁がありました。
※一部を抜粋して掲載しています。

■大子町の自然環境を守る取組について
問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

■花粉症対策の取組について

■公共施設へのアクセスの向上

■大子町と他県、他国との交流について

■ふるさと納税を活性化するための取組について

大子町のゴミの総排
出量は？町民１人あ
たりどれくらいのゴ
ミを出してるのです
か？

大子町は他国との交流があり
ますか。また、どのような取
組をしていますか？

ふるさと納税を活性
化するための取組を
教えてください。

大子町は森林が約８割
を占めていて、花粉
も多く飛散しています
が、花粉症対策はおこ
なわれていますか？

広域公園、茶の里公園、憩い
の森など、子ども達だけで向
かうことが難しい場所へのア
クセスを向上させてほしい。

昨年 1 年間で５７５１トンの重量のゴミが排出されま
した。大型のダンプトラック（１０トン）で例えると約
５７６台分です。町民１人当たりでは、年間約３９０キ
ログラムで、1 日当たりだと約 1 キログラムになります。

【生活環境課】

台湾との交流を進めていて、町内の小学校と台湾の小学
校でオンライン授業などをおこなっています。そのほか、
昨年茨城県が台湾で開催した PR イベントに参加して、
大子町の観光などをＰＲしてきました。また、令和８年
度からは、大子町の中学 3 年生が海外での語学研修を行
う計画で、現在準備を進めています。　【まちづくり課】

より多くの人に寄附をいただけるよう、魅力的な返礼品
の拡充に力を入れています。返礼品の数は、令和６年３
月末時点で２９０品目でしたが、７月１日までに２０８
品目を追加して、現在は４９８品目です。首都圏でおこ
なわれるイベントやＳＮＳを活用してＰＲ活動に努めて
いきます。　　　　　　　　　　　　　【まちづくり課】

大子町では近年、スギを伐採した後に、花粉の少ないス
ギの植替えが進められていて、最近の５年間では、町の
森林の 2 パーセントが花粉の少ないスギに植替えられて
います。国や県の支援策を活用して、更なる植替えのス
ピードアップに取り組んでいきます。　　　　【農林課】

町内で距離のある施設へ移動する際には、ぜひＡＩ乗合
タクシー「たくまる」をご利用いただきたいと思います。
現在の運行状況は、月曜日から日曜日までの毎日、午前
9 時から午後 5 時まで運行しています。さらに金曜日、
土曜日、祝日前日は、午後 5 時以降でも利用が可能です

（午後 11 時まで）。運賃は、小学生から高校生までが 1
人１００円です。　　　　　　　　　　【まちづくり課】



日程第３

「大子町子ども議会交付金事業」の活動計画と投票
順　番 投　票 活動計画

１（大子中）
後
ご と う

藤 千
ち ひ ろ

尋　議員 Ａ ■花いっぱい運動　～感謝の気持ちを届けよう～
・職場体験学習でお世話になった事業所に育てた花を贈りたい！

２（大子西中）
堀
ほ り え

江 妃
ひ め か

香　議員 Ａ ■文化祭「仁志輝祭」の実施
・さつまいもを栽培して地域の人にプレゼントする！

３（南中）
神
か な が

長 葵
あおい

　議員 Ａ ■ごみゼロ作戦と男体山清掃登山の充実
・清掃道具の購入や景観維持活動を実施する！

４（生瀬中）
小
こばやし

林 蒼
あ お い

依　議員 Ｂ ■地域に開かれた文化祭「輝生祭」の実施
・多くの人に活動を知ってもらうために、ポスターや来場者へのプレゼントなどを作
成して配布する！

５（だいご小）
蛭
ひるかわ

川 心
こ こ み

夢　議員 Ａ ■大子町の自然環境を守る取組について
・クリーン作戦の実施とゴミや環境に関するポスターやチラシを作成する！

６（依上小）
二
に の へ い

野屏 瑠
る か

香　議員 Ａ ■押川クリーン作成
・川周辺の清掃活動やチラシを作成して呼びかけを行う！

７（袋田小）
鈴
す ず き

木 栞
し ほ

帆　議員 Ａ ■ふるさと“ふくろだ”ＰＲ大作戦　ウェルカム大子推進大作戦part7
・木造校舎のアピールや、花いっぱいにして観光客を喜ばせたい！

８（さはら小）
鈴
す ず き

木 理
り と

斗　議員 Ａ ■さはらＰＲ大作戦
・賞味期限切れのお茶を利用してキャンドルをつくり、観光客に配りたい！

９（上小川小）
舟
ふなはし

橋 健
たける

　議員 Ａ ■花で笑顔を届けよう
・メッセージ入れのプランターを作成して、上小川駅に置きたい！

10（生瀬小）
益
ま し こ

子 葉
は づ き

月　議員 Ａ ■「ふれあいの森
も り
林」の遊歩道（階段）の整備

・急な坂道を解消するため、間伐した木材を利用して階段をつくる！

○投票の結果は・・・
　　Ａ案が９票、Ｂ案が１票ということで、議案第 1号は

これにより各学校への交付金の額（40 万円を分配する金額）が確定しました。

議員が発表した学校ごとの活用計画を、令和６年度中に実施することになります！

「Ａ案」に可決決定 しました。

大子町子ども議会交付金事業とは
　自分たちの住む地域の現状を調べて、地域が抱え
る課題を児童生徒が自ら考え、解決してもらうため
の費用です。令和６年度交付金事業の総額は４０万
円で、各学校へ分配する金額を子ども議会で決定し
ます。各学校は決定した交付額の範囲で事業を実施
します。

Ａ
案

人数が多い学校も少ない学校も同じよう
に金額を配ることを中心に考えた案

学校平等割６５％
　　人数割３５％

Ｂ
案

児童生徒一人一人に同じように金額を配
ることを中心に考えた案

学校平等割３５％
　　人数割６５％

・依上小 36,000 円
・生瀬小 32,000 円
・生瀬中 30,000 円

・袋田小 38,000 円
・大子中 69,000 円

・さはら小 30,000 円
・大子西中 31,000 円

・だいご小 69,000 円
・上小川小 33,000 円
・南中　  32,000 円
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議案第１号



議長室を大開放！
～ 議長になった気分で写真撮影 ～

　議会終了後、子ども議員の皆さんに議長室を開放しました。
　議長室に入れる人はクイズの正解者のみ。事前に出題したクイズを皆さん調べてきてくれたようで
見事全員大正解！　　「現在の大子町議会議員の人数は□人です。」
　こんな素敵な笑顔、オリジナルの議長ポーズが撮れました。

７月 9日限定で「議長室（議長の部屋）」を公開します！

ふだんは入れない議長室ですが、子ども議員の皆さんには

特別に大開放します！ついでに議長の座席（机）もお貸ししま

すので、議長になった気分で写真撮影してみてはいかがでしょ

うか！

ただし、条件が１つあります。「「大大子子町町議議会会議議員員のの現現在在のの人人

数数」」を調べて来てください！（当日お聞きします。）

子ども議会が終わったら議員控室（お弁当を食べる部屋）で

お待ちしています。かっこいい『決めポーズ』を考えてきてね！

【大子町議会広報委員会】

議長室を
大開放

議長にな
った気分

で写真撮
影！

7月 9日限定

子ども議員の皆さんへ

現在の大子町議会議員の人数は

人です！
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問



■生瀬小は、事前にアンケートを行い、花粉症の人の
割合などを具体的な数値で示していたので説得力があ
りました。また、花粉症対策と憩いの森のアスレチッ
ク整備を質問と提言の形で上手く組み合わせ、一石二
鳥の効果をわかりやすく説明していたました。何より、
二人とも声が大きく歯切れの良い言葉がとても好印象
でした！

■大子西中の発言は、林業の盛んな町を象徴する質問
であり、４つの具体的な提案がなされていました。民
間事業者の取組「フォレストチャレンジ」などもよく
調べていて、わたし自身の勉強にもなりました。交付
金事業であるさつまいもを栽培して文化祭で地域の人
に配る企画は、日頃の感謝の気持ちを伝えるいい取組
です！

■依上小は、日頃から感じている大子町の課題を小学
生らしい発想で質問をまとめていました。川周辺の環
境については、水を大切に使うことや注意書きの掲示
板設置など、まずは自分たちでできることを考えて述
べていました。
また、まちづくりの提言と交付金事業の計画が同じだ
ったので、一貫性があってとても好感が持てました！

■さはら小の国際交流の質問は、現在日本に多くの外
国人観光客が訪れており、時代の流れに合った良い質
問でした。今回質問したことで、大子町の教育面や観
光面での取組状況がわかったと思います。今度は議員
が感じた「こんなことをしてみたい」も聞いてみたい
と思いました！交付金事業の賞味期限切れのお茶を活
用したキャンドルは、昨年私たち議員も学校訪問時に
いただきましたが、観光客もきっと喜びますよ！

■生瀬中の「大子カルタ」は、名産物や観光地、歴史
がモチーフとなり、大子町のことを学べる内容となっ
ているので、実効性がありすぐに取り組める提案です。
また、高齢化が進む中、老人ホームなどの施設で楽し
く活用されれば認知症予防にも役立つと思います。交
付金事業は、「輝生祭」の実施に向けて、多くの人を引
き寄せることができる魅力的なポスターやチラシをぜ
ひ作成してください！

■だいご小は、昨年もゴミ箱を作成して役場などの公共
施設に設置しています。大子町のゴミ問題の将来像に関
心をもって、これからもぜひ継続して取組んでください。
また、ポスターチラシの作成は町に住んでいる多くの人
が目にすることで日常的に意識できる良い活動です！

■袋田小の災害時に被災者を観光の町として受け入れる
提言は、大きな視野の中での考えであり素晴しいと思い
ます。大子町のことだけではなく、人への思いやりを感
じました。交付金事業「ふくろだＰＲ大作戦」は今年で
パート 7となり、「おもてなしの精神」が袋田の滝の入
口にある学校の伝統として、毎年引き継がれていること
に感心しました！

■質問の提言や意見の具現化は、私たち大子町議員にと
っても非常に大切なことです。各校の新たな提言もすば
らしかったが、大子中学校がこれまでの子ども議会にお
ける実現性に目を向けたことは特に意義があり、そこに
焦点をあてたことがすばらしいです。交付金活用事業で
ある、花を育てて職場体験でお世話になった事業所に贈
ることは、素敵なことなので是非きれいな花を育ててく
ださい！

■南中の閉校後の校舎活用については、図書館施設や地
区民食堂など多様な発想があり、母校への愛着を感じる
活用提案でした。閉校しても地域で愛される思い出の場
所であってほしいという願いが伝わってきました。また、
交付金事業については、ゴミ清掃を行うことで、地域の
人たちと一緒に自分たちの町を守っていく強い力を感じ
ました！

■上小川小は、大子町が抱える最重要課題の人口減少対
策をテーマとして、若い世代には特に有効な金銭での経
済支援などを提言しました。その財源としてふるさと納
税の活性化を訴えていたことなど、とても建設的な構成
で積極的に取組むべき意義が感じられました。また、交
付金事業のメッセージ入プランターを作成して駅に置く
ことは、多くの人の心をいやしてくれることでしょう！

先輩議員からのひと言メッセージ！～みんなにエールを贈ります～
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　私たち町議会議員は、子ども議員の質問や提言の様子を傍聴
席から見守っていました。
　子ども議員の発言を聴いていて、これからの大子町がとても
楽しみに感じました。
　傍聴した後のコメントをほんの一部ですが紹介します。



　世の中の情勢や議会の動きなど、ありとあらゆる分野におけるクールでホットなつぶやきを、大森
議長独自の視点でお届けします！

　新連載をはじめます。議会の雰囲気を伝え、
議会への関心を惹くコーナーを目指して随筆に
奮闘いたします。
　さて、原稿を執筆している現在、東京都知事
選挙の期間なのですが、過去最高の５６人が立
候補し、ポスター掲示枠が足りない異例の事態。
さらに、いかがわしいポスターに警告を発する
など、売名目的の確信犯に手を焼く始末。都知
事選挙のポスターは事前検査をしていないのか
疑問です。町議選挙のポスターは選挙管理委員
会の事前検査に合格しなければなりません。
　さらに政見放送ですが、私的宣伝や目立てば
いいという売名行為が多数見受けられ、政治公
約を語る候補者が珍しいほどです。立候補にと
もなう供託金３００万円を支払ったのだから、
選挙公報システムを自己ＰＲに使ってどこが違
法なのかといわんばかりの横行です。日本の首

５月、６月、７月は主に次のような議員活動を行いました。

議員の活動報告します！

5月

6月

7月

・議会だより NO,217 号 発行　　〔広報委員〕
・クロームブック勉強会　〔全議員〕
・茨城県政策勉強会　〔参加議員〕
・議会運営委員会及び全員協議会　〔議会運営委員・全議員〕
・第２回定例会〔６月５日から 13 日まで〕
・交流拠点施設竣工式、内覧会　〔全議員〕
・県北地域高規格道路整備促進期成同盟会意見交換会　〔議長〕
・つくば市・大子町幹線道路整備促進協議会　〔議長〕
・子ども議会　〔全議員〕
・財政に関する勉強会　〔予算・決算委員会〕
・定例全員協議会　〔全議員〕
・農業委員との意見交換会　〔全議員〕
・県北中央町村議会議長会議員研修会　〔全議員〕
・国道 461 号整備促進協議会総会　〔議長〕
・大子町防災訓練　〔参加議員〕
・久慈川改修期成同盟会総会　〔議長〕

都である東京都知事選挙の異様さは、歪んだ個人
主義の台頭と公共心欠如の現れでしょう。
　地方議会は、議員の志願者が減少するという窮
地に直面しています。東京では、史上最多の知事
候補者数を記録するも、選挙を私的に利用する輩
が跳
ちょうりょう

梁跋
ば っ こ

扈するという有様。この選挙模様を見
た国際市場は、円買いより日本企業に株投資のほ
うが正常と判断し、円安の解消は遅れるでしょう。
　日本社会は「人口」より「モラル」低下に危機
感を持つべきと思うのです。救いとなるのが地方
有権者の真摯な選挙
対応です。地方議員
はその真心を胸に活
動しなければなりま
せん。

■つぶやき議長新
コーナー
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【議会が実施した訓練の概要】
●議員間の安否と参集確認
●大子町議会災害対策支援会議の設置
●避難所開設の状況確認
●オンラインによる避難所からの状況報告
（各議員が避難所へ行き、タブレットを使って
撮影した映像や写真のデータを議長に報告）

ピックアップ

次世代につなぐ森林づくり（植栽体験）

県政勉強会に係る表敬訪問
（大井川知事との意見交換）

防災訓練時の様子（投光器の設営）

　４月 30 日、町と大子林業改良普及協会の共催によ
る植栽等体験のイベントが開催され、議員も参加しま
した。
　「次世代につなぐ森林づくり」と称されたこのイベ
ントには、大子西中学校や南中学校の生徒も参加し、
高性能林業機械による伐採や造材などを見学しまし
た。
　また、植栽体験では約 800 本のスギやヒノキが、参
加した 86 名の関係者の手によって植栽されました。
　※今回の表紙は、その時に撮影した写真です。

・スギ450本（うちエリートツリースギ225本）
・ヒノキ250本　　・コウヨウザン100本

　５月 16 日、茨城県庁（県議会）を訪問して県北地
区の振興に関する勉強会を実施しました。
　勉強会の前には表敬訪問として大井川知事に面会
し、有意義な意見交換を行うことができました。
　勉強会では、現在茨城県が取り組んでいる県北地区
の事業などについて、関係部局の方々に説明をいただ
きました。
　また、勉強会開催にご尽力いただいた石井邦一県議
にも一緒に参加していただきました。
【県北振興関係概要説明】
（１）政策企画部関係　　（２）農林水産部関係
（３）営業戦略部関係　　（４）土木部関係

　７月 20 日、大子町防災訓練が行われました。
今回の訓練は、水害や土砂災害の発生を想定したもの
で、防災関係機関の協働体制や町民の防災意識を高め
ることを目的として実施されました。議員も開設され
た避難所を訪れ、テント設営や土のう作りの実演を確
認しました。
「災害時、議員は何をすべきか！？」改めて考えさせ
られる訓練となりました。

■次世代につなぐ森林づくり

■茨城県政勉強会

■防災訓練

　議員は災害時においても議会の構成員としての役割
を担うことが基本である。一方で議員は、根幹的な役

割を十分認識する中で、被災した町民の
救済や被害の復旧ための地域活動などに
従事しながら、地域の被災状況や要望等
の情報収集及び町民への正確な情報提供
に努める役割も同時に担うものである。

（大子町議会災害時対応マニュアルより）

災害時、議員は何をすべき？
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ガラス張りの明るくモダンな３階建

あん議
と き

会の質問は今！？【大子町議会編】
　今まで議会で質問してきた事業が、その後どのように行われているか、現在の状況をお知ら
せするコーナーです。
　今回は、６月１日からオープンした「大子町交流拠点施設」です。この施設に関連した一般
質問が令和４年第１回定例会にありました。その時の答弁は次のとおりでした。

令和６年６月１日、
生徒たち待望の施設がついにオープン！

【あん議
と き
会の質問】 【そん時の回答】

議員：大子清流高校生との意見交換
会で、「グループ学習や話をしながら
勉強ができる場所がほしい」という意
見があった。交流拠点の設計方針とし
て、勉強スペースコーナーを検討でき
ないか。

執行部：現在、用地の購入及び建物
の解体が完了している。まいんの補完
的機能を有する施設ということを念頭
に、求められる施設をイメージさせる
基本構想の策定をしている。町民の意
見を幅広く聞き、結論を出していかな
ければならない。

詳細についてはこちらをご覧ください。

【施設概要】
◎１階　特産品ショップ&カフェ
　　待ち合わせや休憩にコーヒーを！
◎２階　交流・休憩スペース
　　雑談、ミーティングなどご自由に！
◎３階　多目的スペース
　　学習やテレワークなど集中したいときに！

あん議
と き

会の質問が今！！【子ども議会編】
年度 質問・提言 具現化された事業

平成
27年度

各地域をつないだトレッ
キングコースの提案

現在、常陸国ロングトレイルとして
6市町にまたがる全長 320㎞の
コースを整備中

平成
28年度

県外へのＰＲ方法につい
ての提案

県外や海外（台湾）など町長が直接
訪問してのＰＲや県との連携を強化

平成
30年度

シルバーリハビリ体操時
の温泉入浴や認知症予防
講座をおこなう提案

「湯ったり大子」という名前で、
だいご健康アドバイザーによる体操
や認知症予防講座を実施

令和
3年度

モバイルWi-Fi ルーター
の各児童への貸与の提言

現在、貸出しを希望する児童への無
償貸与を実施

【具現化された質問・提言の一覧】

さらに ....
　実際には現在進行中の事業も多くあるようです。今回は実際に具現化
された事業の一例としての回答でした。
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あん議
と き

会の質問は今！？

　子ども議会は、町制 60 周年記念
事業として平成 27 年度にはじめて
開催され、今までに約 100 名の子
ども議員が質問や提言をおこなっ
てきました。
　今年 7月に開催した子ども議会
では、大子中学校の子ども議員か
ら「子ども議会を実施した結果、
提言や意見が具現化されたケース
を教えてほしい」という質問があ
り、町（執行部）からはこんな回
答がありました。



子ども議会の取組が民間事業者によって実現！

もっと広がれ！まちづくりの輪！
（木製ゴミ箱づくりの参加者）

　令和６年６月 16 日、町内の大工さんなどが主催する「親父の出番（第 35 回）」

という親子木工教室が開催されました。その時のテーマが「大子町の子ど
も議会」で決定し、小学生たちが提案した『ごみ箱』をつくろう！
　当日は約 70 人の親子が参加して、木製のゴミ箱を作成していました。
　民間事業者主催のイベントによって、子ども議会の取組が実現されました。

　昨年の子ども議会で、「木で作ったゴミ箱を設置したい」という提言がありました。
その中で、

　県内のとある自治体では、中学生が議会に陳情書を
提出して、道路の危険箇所の改善が図られることにな
りました。
　大子町でも、子ども議会で提言した「木で作ったゴ
ミ箱を設置したい」がきっかけで、その発言に賛同し
た民間の事業者（大工さん達）によって、ゴミ箱作り
のイベントが開催されました。
　まちづくりのイイ流れがきています！
　まちづくりには、子どもも大人も行政も民間も議会
も関係ありません！
　「みんなで作るイイまちづくり」をもっともっと広げ
ていきましょう！

まちづくりのイイ流れがきています！

議員：伐採した大子産木材を利用し
てゴミ箱を作りたいが、木材を頂くこ
とはできるでしょうか。

執行部：木材加工している会社に聞
いたところ、「議員のアイデアである
ゴミ箱を作るなら、特別に差し上げま
す」とのことでした。

だいご小学校の児童が
作った木製のゴミ箱が
役場庁舎・中央公民館・
文化福祉会館まいんに
設置されました！

・役場庁舎　　  ２基
・中央公民館	 １基
・まいん		 １基

令和６年 3 月

さらにさらに ....

さらに ....

それから ....
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あん議
と き

会の質問が今！！



一般質問とは・・・
　定例会において、議員が町民の代表として、行政全般にわたり町の考え方や施策の進ちょ
く状況、将来における施策方針等をただすことです。
　また議員は、町長等の答弁を受け、疑問をただすことはもとより、町民の立場に立った事
務事業の改善や政策提言をすることも、議員の重要な権限です。

令和６年　第２回定例会

ページ 　　質　　問　　者 　　　　　　　質　　問　　内　　容

P.16 介川　秀男　議員
災害時の町の備えは
避難情報の連絡方法は
小中学校体育館のエアコン設置は

P.17 須藤　　明　議員 部活動の地域移行の最大の目的は

P.18 高村　和成　議員
AI タクシー利用方法の簡素化は
スマートフォンなどの利用率向上は

P.19 川井　正人　議員 交流人口拡大に向けた構想は

P.20 齋藤　忠一　議員
防災道の駅周辺整備、全体予算は
大子町駅前通りシャッター街解消を
既存の道の駅と防災道の駅に案内板を

P.21 菊池　靖一　議員
ごみポイ捨てゼロ宣言できないか
介護保険を利用しない人にお祝いを
水郡線に快速列車の要望を

P.22 飯村　　剛　議員
草刈り代行サービスの提供を
人材確保は町内での職場体験が必要では
自然環境を生かしたドッグラン整備を

P.23 佐藤　正弘　議員
町長選挙時の公約の進ちょく状況は
全国で進む補聴器購入助成制度の検討を

非核平和都市宣言の懸
けんすいまく
垂幕の設置を

おうちで議会を視聴しよう！
　大子町では議会中継を行っていますので、スマートフォンなどを利用して自宅で議会
の様子を見ることができます。定例会や臨時会の様子を生中継するとともに、録画配信
も行っていますので、是非ご利用ください。
※一般質問者ページのＱＲコードから、質問者を検索することもできます。

ホームページから スマートフォンから大子町議会中継 クリック検索検索クリック議会中継

町政に
　ここが聞きたい！これを言いたい！

８名の議員が一般質問！！
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一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
介
川
】
令
和
６
年
１
月
１
日

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の

際
に
は
帰
省
シ
ー
ズ
ン
、
観
光

シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
普
段
よ
り

も
多
く
の
方
が
い
た
よ
う
で
も

あ
る
。
同
じ
よ
う
に
帰
省
時
期

に
災
害
が
発
生
し
た
時
に
町
と

し
て
備
蓄
し
て
い
る
食
料
な
ど

の
備
蓄
数
量
で
対
応
で
き
る
の

か
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
町
で
は
備
蓄
計

画
目
標
と
し
て
令
和
元
年
東
日

本
台
風
の
経
験
か
ら
最
大
避
難

者
６
０
０
名
が
３
日
間
生
活
で

き
る
量
の
確
保
を
進
め
て
い
る
。

内
訳
と
し
て
食
料
２
０
０
０
食
、

補
完
と
し
て
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
か
ら
温
か
い
ご
飯
の
提
供
、

飲
料
水
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約
２
７
０
０
本
、

こ
の
ほ
か
乳
幼
児
用
ミ
ル
ク
を

一
定
数
確
保
、
さ
ら
に
原
子
力

用
防
災
用
と
し
て
発
電
事
業
者

か
ら
１
万
２
０
０
０
食
、
飲
料

水
６
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
を
町
営

研
修
セ
ン
タ
ー
に
備
蓄
し
て
お

り
、
自
然
災
害
時
に
お
い
て
は

町
で
利
用
で
き
る
よ
う
確
認
書

を
取
り
交
わ
し
て
い
る
。
大
規

模
災
害
を
想
定
し
た
場
合
は
現

在
の
備
蓄
品
数
量
で
は
不
十
分

な
面
も
当
然
あ
る
。
有
事
の
際

は
県
、
自
衛
隊
へ
の
要
請
を
踏

ま
え
て
適
切
な
対
応
を
し
て
い

く
。

【
介
川
】
帰
省
時
期
、
観
光
シ

ー
ズ
ン
に
災
害
が
発
生
し
た
場

合
の
普
段
町
に
い
な
い
方
へ
の

避
難
指
示
や
避
難
所
開
設
等
の

お
知
ら
せ
は
ど
の
よ
う
に
伝
え

る
の
か
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
普
段
町
に
い
な

い
方
へ
の
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
は
、
町
か
ら
情
報
発
信
や
避

難
所
開
設
の
情
報
を
発
信
す
る

際
に
、
携
帯
電
話
へ
強
制
的
に

配
信
で
き
る
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を

同
時
に
発
信
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
町
内
に
い
る
方

で
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
れ
ば

誰
で
も
情
報
を
受
信
で
き
る
も

の
で
あ
る
。
町
と
し
て
は
あ
ら

ゆ
る
情
報
手
段
を
取
り
町
民
だ

け
で
な
く
帰
省
者
、
観
光
客
の

安
全
確
保
の
た
め
初
動
対
応
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

【
介
川
】
町
内
の
小
中
学
校
体

育
館
は
体
育
の
授
業
、
部
活
動

各
種
行
事
と
し
て
使
用
す
る
以

外
に
も
災
害
時
に
は
避
難
す
る

場
所
に
使
わ
れ
る
。
エ
ア
コ
ン

が
設
置
し
て
あ
る
体
育
館
は
い

く
つ
あ
る
の
か
伺
う
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
体

育
館
へ
の
空
調
設
備
に
つ
い
て

は
児
童
生
徒
の
熱
中
症
対
策
と

し
て
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
災

害
発
生
時
に
は
地
域
の
避
難
所

の
利
用
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、

防
災
機
能
強
化
の
観
点
か
ら
も

望
ま
し
い
も
の
と
認
識
を
し
て

い
る
。
設
置
の
現
状
は
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
２
台
を
設
置
し
て

い
る
体
育
館
が
ひ
と
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
今
年
度
新
た
に
町
内
の

４
中
学
校
へ
そ
れ
ぞ
れ
１
台
ず

つ
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
設
置

予
定
で
あ
る
。

災
害
時
の
町
の
備
え
は

供
給
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
る

答 問

介川秀男 議員

避
難
情
報
の
連
絡
方

法
は

小
中
学
校
体
育
館
の

エ
ア
コ
ン
設
置
は

町営研修センター防災倉庫備蓄食料

中学校体育館
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一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
須
藤
】
大
子
町
の
中
学
校
部

活
動
の
運
営
実
態
に
つ
い
て
、

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
教

師
が
部
活
動
の
顧
問
と
な
り
運

営
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、

一
部
の
部
活
動
は
外
部
指
導
者

で
あ
る
指
導
員
に
指
導
を
お
願

い
し
て
い
る
。
課
題
に
つ
い
て

は
、
部
員
数
の
減
少
に
よ
り
各

種
大
会
へ
学
校
単
位
で
の
出
場

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

教
師
に
と
っ
て
は
未
経
験
の
部

活
動
を
担
当
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
挙
げ
ら
れ
る
。

【
須
藤
】
学
校
の
先
生
全
員
が

い
ず
れ
か
の
部
活
動
の
顧
問
に

な
る
と
い
う
よ
う
な
形
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
一

部
活
動
当
た
り
教
員
２
名
と
い

う
状
況
な
の
で
、
ほ
ぼ
全
て
の

教
員
が
部
活
動
に
携
わ
っ
て
い

る
。

【
須
藤
】
地
域
移
行
は
時
代
の

流
れ
に
よ
る
新
し
い
考
え
方
だ

と
思
う
。
地
域
移
行
の
必

要
性
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

必
要
性
と
し
て
は
、
少
子

化
の
中
で
も
将
来
に
わ
た

り
子
供
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
芸
術
活
動
に
親
し

む
機
会
を
確
保
し
、
持
続

可
能
な
も
の
に
す
る
こ
と
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
部
活
動
の
地
域
移
行

に
係
る
実
証
事
業
を
令
和

６
年
７
月
１
日
か
ら
令
和

７
年
２
月
28
日
ま
で
実
施
し
、

段
階
的
な
地
域
移
行
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
。

【
須
藤
】
茨
城
県
の
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
に
、

地
域
移
行
の
手
順
と
し
て
協
議

会
の
設
置
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

協
議
会
の
設
置
を
町
で
は
予
定

し
て
い
る
の
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
今

回
の
実
証
事
業
に
関
わ
る
部
分

で
は
、
先
日
の
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
総
会
時
に
も
集
ま
っ
て
い
た

だ
い
た
関
係
者
の
方
々
に
部
活

動
の
地
域
移
行
に
関
し
て
丁
寧

に
説
明
を
行
っ
た
。

【
須
藤
】
指
導
者
へ
の
依
頼
と

い
う
の
は
、
個
人
に
依
頼
す
る

の
か
、
そ
れ
と
も
団
体
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
団

体
に
指
導
者
の
選
出
を
お
願
い

し
、
そ
こ
か
ら
推
薦
さ
れ
た
方

が
指
導
者
と
し
て
携
わ
る
と
い

う
流
れ
で
あ
る
。

【
須
藤
】
実
証
事
業
の
競
技
数

は
何
競
技
か
。
ま
た
、
選
定
に

至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
競

技
数
は
２
つ
の
競
技
を
予
定
し

て
い
る
。
サ
ッ
カ
ー
と
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
こ
ち
ら
男
女
を
予
定

し
て
い
る
。
選
定
理
由
は
、
外

部
の
指
導
者
で
あ
る
部
活
動
指

導
員
に
よ
る
指
導
が
令
和
５
年

度
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
実
証

事
業
と
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
実
施

が
可
能
と
の
判
断
か
ら
、
各
中

学
校
と
調
整
し
選
定
し
た
。

【
須
藤
】
実
証
実
験
を
や
り
な

が
ら
最
終
的
に
は
学
校
か
ら
部

活
動
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
、
と
不
安
を
抱
い
て
る
方
が

い
る
が
本
当
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
今

回
の
地
域
移
行
の
最
大
の
目
的

は
、
学
校
の
部
活
動
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

外
部
の
方
が
指
導
者
と
し
て
来

て
い
て
も
、
参
加
を
す
る
場
合

は
大
子
中
学
校
と
し
て
大
会
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

【
須
藤
】
保
護
者
に
よ
る
経
済

的
負
担
を
し
っ
か
り
と
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。
あ
く
ま
で
も

生
徒
を
中
心
に
置
い
て
確
実
な

前
進
を
お
願
い
し
た
い
。
最
後

に
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
教
育

長
の
所
見
を
伺
う
。

【
教
育
長
】
部
活
動
の
地
域
移

行
は
生
徒
の
部
活
動
の
充
実
と

い
う
点
で
有
効
な
策
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
積
極
的
に
推
進

し
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。
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部
活
動
の
地
域
移
行
の
最
大
の
目
的
は

学
校
の
部
活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

須藤　明 議員

答 問

一般質問

部活動指導員による指導（サッカー）



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

は
こ
の
バ
ス
停
ま
で
行
く
こ
と

が
困
難
な
方
が
意
外
と
多
く
い

る
と
の
意
見
が
あ
る
。
こ
の
状

況
の
改
善
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
毎
月
一

度
だ
け
乗
降
場
所
を
増
や
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、

利
用
者
が
増
え
て
き
て
い
る
と

い
う
状
況
な
の
で
、
で
き
る
限

り
要
望
に
沿
え
る
よ
う
乗
降
場

所
の
方
は
今
後
も
増
や
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
高
村
】
現
代
社
会
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
取
得

は
必
須
で
あ
り
、「
情
報
格
差
」

と
い
う
言
葉
も
あ
る
。
そ
の
中

で
大
子
町
で
も
公
式
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
い

う
連
絡
ツ
ー
ル
が
あ
り
、
大
子

町
に
関
す
る
情
報
を
素
早
く
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

情
報
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
い
る

人
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
公
式
ア

プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
は
本

年
４
月
か
ら
２
か
月
間
で
１
２

【
高
村
】
今
現
在
、
大
子
町
で

運
行
を
お
こ
な
っ
て
い
る
Ａ
Ｉ

タ
ク
シ
ー
だ
が
、
現
段
階
で
の

利
用
方
法
や
登
録
方
法
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
に
慣
れ
て
い
な

い
方
達
に
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
る
。
幅
広
い
年
齢

層
で
の
利
用
率
を
上
げ
る
た
め
、

今
よ
り
も
簡
単
に
登
録
・
予
約

が
で
き
る
よ
う
簡
素
化
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
登
録
を

す
る
時
点
で
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の

設
定
な
ど
、
難
し
い
設
定
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。
今

現
在
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
設
定
し

て
い
る
も
の
の
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
で
な
い
と
見
ら
れ
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
今
年
度

中
に
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
の
配
車
シ

ス
テ
ム
の
更
新
が
控
え
て
い
る
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
登
録
時
の
パ

ス
ワ
ー
ド
の
簡
素
化
や
予
約
方

法
の
見
直
し
な
ど
利
便
性
向
上

に
向
け
て
計
画
し
て
い
る
。

【
高
村
】
現
時
点
で
、
予
約
・

登
録
は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
化

さ
れ
て
い
な
い
が
、
あ
る
程
度

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
こ
な

せ
て
い
る
人
か
ら
す
る
と
不
便

で
あ
り
、
多
少
の
混
乱
を
招
く

と
思
う
が
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
予
約
サ

イ
ト
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
化

だ
が
、
導
入
当
初
は
管
理
コ
ス

ト
が
発
生
す
る
こ
と
や
、
事
務

が
煩
雑
に
な
る
た
め
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
予
約
サ
イ
ト

を
導
入
し
た
。
本
格
運
行
か
ら

約
３
年
が
経
過
す
る
中
で
利
用

者
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

シ
ス
テ
ム
運
営
会
社
の
ほ
う
が

対
応
可
能
で
あ
れ
ば
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
導
入
も
検
討
す
る
。

【
高
村
】
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
の
乗

降
場
所
は
、
最
寄
り
の
バ
ス
停

と
な
っ
て
い
る
。
町
民
の
中
に

１
７
件
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友

達
登
録
者
は
本
年
２
月
か
ら
４

か
月
で
７
５
８
件
と
な
っ
て
い

る
。

【
高
村
】
今
後
、
こ
れ
ら
の
情

報
ツ
ー
ル
の
利
用
率
を
さ
ら
に

増
や
す
た
め
に
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
率
が
必
須
で
あ

る
と
思
う
が
、
使
い
方
が
わ
か

ら
な
い
町
民
の
方
た
ち
へ
の
サ

ポ
ー
ト
は
充
実
し
て
い
る
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
令
和
４

年
５
月
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と
Ｉ

Ｔ
Ｃ
の
活
用
推
進
に
関
す
る
連

携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
現

在
、
定
期
的
に
「
出
張
ド
コ
モ

シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
て
お
り
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
全
般
に
関
す

る
意
見
や
機
種
変
更
、
料
金
プ

ラ
ン
の
見
直
し
な
ど
幅
広
く
対

応
し
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
利
用
方
法
の
簡
素
化
は

登
録
・
利
用
方
法
の
見
直
し
を
計
画
中

高村和成 議員

答 問

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
利
用
率
向
上
は

AI タクシー予約サイト

NTT ドコモの出張サービス
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一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
川
井
】
国
は
人
口
減
少
を
補

い
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
に
は
、
交
流
人
口
の
さ
ら

な
る
拡
大
を
目
指
す
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
町
は
交
流
人
口
の

拡
大
に
向
け
ど
ん
な
構
想
を
描

い
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
交
流
人

口
の
拡
大
に
向
け
た
構
想
と
し

て
、
第
７
次
総
合
計
画
で
は
、

交
流
人
口
・
関
係
人
口
を
増
や

し
て
い
く
た
め
、
町
営
観
光
施

設
の
魅
力
化
や
奥
久
慈
だ
い
ご

ま
つ
り
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
内
容
充
実
を
掲
げ
て
い

る
。
ま
た
、
直
近
で
は
町
中
の

環
境
整
備
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向

け
た
取
組
と
し
て
、
水
郡
線
や

バ
ス
の
利
用
者
の
待
ち
時
間
の

休
憩
の
ほ
か
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や

学
生
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
自
由
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
常
陸

大
子
駅
前
に
特
産
品
の
展
示
ブ

ー
ス
や
カ
フ
ェ
機
能
も
備
え
た

大
子
町
交
流
拠
点
施
設
を
整
備

し
て
、
６
月
か
ら
運
用
を
開
始

し
た
。

【
川
井
】
交
流
人
口
の
拡
大
に

大
き
く
寄
与
す
る
大
規
模
な
イ

ベ
ン
ト
が
町
中
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。
町
は
イ
ベ
ン
ト
の
効
果

に
つ
い
て
ど
う
い
っ
た
評
価
や

期
待
を
持
っ
て
い
る
か
を
伺

う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
各
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
町
内
外
の

方
に
大
子
町
の
魅
力
に
触
れ
て

い
た
だ
く
た
め
の
絶
好
の
機
会

で
あ
る
と
と
も
に
、
誘
客
に
よ

る
経
済
的
な
効
果
に
つ
い
て
も

期
待
で
き
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
を
通
じ
た
町
民
の
交
流
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
や
伝

統
文
化
、
地
域
の
特
色
を
継
承

す
る
上
で
も
、
必
要
不
可
欠
な

取
組
で
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
特
に
、
中
心
市
街
地
で
開

催
さ
れ
る
、
常
陸
国
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
や
百
段
階
段
で
ひ

な
ま
つ
り
等
に
お
い
て
は
、
多

く
の
方
が
町
内
外
か
ら
訪
れ
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
交

流
人
口
の
増
加
や
経
済
波
及
効

果
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

【
川
井
】
３
月
の
百
段
階
段
で

ひ
な
ま
つ
り
、
５
月
の
常
陸

国
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
で

は
、
主
催
者
発
表
で
そ
れ
ぞ

れ
３
万
３
０
０
０
人
、
４
万

１
０
０
０
人
の
方
が
大
子
町

に
訪
れ
た
。
そ
の
と
き
の
問

題
点
と
し
て
、
顕
著
に
表
れ

た
の
は
駐
車
場
不
足
で
あ
っ

た
。
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
駐
車
場
整

備
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
面
で
の
対

策
以
外
の
方
法
に
よ
り
、
充
足

を
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
考

え
て
い
る
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

運
行
の
周
知
、
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
、

ま
た
奥
久
慈
お
で
か
け
快
速
バ

ス
な
ど
公
共
交
通
機
関
の
利
用

も
促
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

【
川
井
】
町
で
は
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

補
助
金
制
度
を
設
け
て
、
未
来

へ
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
自

走
可
能
な
取
組
を
支
援
し
て
い

る
。
こ
の
制
度
の
さ
ら
な
る
拡

充
は
考
え
て
い
る
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
事
業
開

始
か
ら
６
年
が
経
過
し
、
当
初

の
目
標
が
一
定
程
度
達
成
さ
れ

た
と
考
え
て
い
る
。
令
和
７
年

度
以
降
は
対
象
事
業
の
拡
大
、

補
助
金
交
付
終
了
後
の
事
業
の

自
立
・
自
走
が
可
能
と
な
る
よ

う
継
続
性
が
高
い
、
収
益
性
の

高
い
事
業
計
画
を
立
て
て
も
ら

え
る
よ
う
に
制
度
の
見
直
し
を

検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

大
子
町
交
流
拠
点
施
設
の
周
知

活
動
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
？

大子町交流拠点施設がオープン！

イベント開催時の駐車場は
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一般質問

交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た
構
想
は

観
光
施
設
の
魅
力
化
、
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

川井正人 議員

答 問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
齋
藤
】
東
日
本
台
風
に
お
け

る
被
災
を
契
機
に
、「
大
子
ま

ち
な
か
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、

災
害
に
強
く
に
ぎ
わ
い
と
魅
力

の
あ
る
市
街
地
環
境
の
整
備
を

進
め
て
い
る
が
、
現
在
、
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
防
災
道
の

駅
周
辺
整
備
は
、
今
後
、
防
災

力
の
強
化
と
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

の
大
き
な
カ
ギ
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
今
後
の
予
定
と
全
体
的

な
予
算
、
町
の
財
政
負
担
を
伺

う
。

【
財
政
課
長
】
事
業
の
概
要
と

し
て
大
き
く
４
つ
の
整
備
事
業

を
行
う
も
の
で
、
１
つ
は
、
中

心
市
街
地
の
雨
水
対
策
と
し
て

排
水
処
理
施
設
事
業
、
２
つ
目

は
、
中
心
市
街
地
周
辺
の
雨
水

公
共
下
水
道
整
備
事
業
、
３
つ

目
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

と
し
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
あ
る

仮
称
ま
ち
な
か
防
災
ス
ク
エ
ア

整
備
事
業
、
４
つ
目
は
、
防
災

道
の
駅
交
流
拠
点
施
設
整
備
事

業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
４
つ
の

総
事
業
費
は
、
現
段
階
で
約
２

８
億
４
0
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
財
源
は
、
国
か
ら
の

２
つ
の
補
助
金
と
地
方
債
な
ど

を
活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
町

の
一
般
財
源
使
用
額
は
、
総
事

業
費
の
約
10
分
の
１
程
度
の
額

と
し
て
、
２
億
８
１
０
０
万
円

程
度
ま
で
抑
制
で
き
る
見
込
み

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
全
て

の
事
業
が
完
了
す
る
時
期
に
つ

い
て
は
、
令
和
８
年
10
月
頃
を

予
定
し
て
い
る
。

【
齋
藤
】 

防
災
道
の
駅
周
辺
整

備
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
増
加

が
期
待
さ
れ
る
が
、
課
題
で
あ

る
駅
前
商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

街
の
解
消
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。

町
の
考
え
を
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
現
在
、
常

陸
大
子
駅
前
商
店
街
で
は
、
民

間
団
体
の
皆
様
や
大
子
町
商
工

会
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
、

定
期
的
に
開
催
さ
れ
、
駅
前
商

店
会
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
店
舗
の
正
面
部
分
の
外
装

を
改
装
し
、
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気

を
演
出
す
る
取
組
を
し
て
お
り
、

空
き
店
舗
な
ど
を
活
用
し
た
開

業
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
今

後
、
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
持
続

の
た
め
に
は
、
町
外
か
ら
の
移

住
者
も
重
要
で
あ
り
、
空
き
店

舗
の
改
修
や
創
業
に
要
す
る
費

用
の
補
助
、
他
県
の
先
進
的
な

観
光
地
の
視
察
事
業
、
イ
ベ
ン

ト
の
後
援
な
ど
の
支
援
を
行
い

シ
ャ
ッ
タ
ー
街
の
解
消
を
図
っ

て
い
く
。

【
齋
藤
】
既
存
の
道
の
駅
と
今

後
整
備
さ
れ
る
防
災
道
の
駅
は
、

久
慈
川
を
挟
む
施
設
と
な
る
こ

と
か
ら
、
両
施
設
が
最
大
限
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
両
施
設
に

互
い
の
状
況
が
わ
か
る
よ
う
な

案
内
板
を
設
置
し
て
は
い
か
が

か
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
現
在
の
道

の
駅
奥
久
慈
だ
い
ご
、
そ
し
て
、

今
後
、
整
備
さ
れ
る
防
災
対
応

型
観
光
交
流
施
設
に
つ
い
て
は
、

機
能
の
分
散
に
よ
り
利
用
度
合

い
に
大
き
な
隔
た
り
が
生
じ
な

い
よ
う
、
設
計
を
進
め
て
い
る
。

今
後
、
混
雑
の
状
況
や
建
物
の

内
外
の
様
子
な
ど
が
相
互
に
確

認
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
導

入
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

生
瀬
地
区
に
お
け
る
大
規
模
基

盤
整
備
に
つ
い
て

整備が進められている
旧役場庁舎跡地

シャッター街の解消を
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防
災
道
の
駅
周
辺
整
備
、
全
体
予
算
は

現
段
階
で
約
28
億
４
0
０
０
万
円
を
見
込
む

答 問

齋藤忠一 議員

既
存
の
道
の
駅
と
防
災

道
の
駅
に
案
内
板
を

大
子
町
駅
前
通
り

シ
ャ
ッ
タ
ー
街
解
消
を

一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
菊
池
】
大
子
町
は
、
２
０
２

２
年
８
月
に
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
を
し
た
。
家
庭
で
協

力
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

【
生
活
環
境
課
長
】
省
エ
ネ
・

節
電
な
ど
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
節
約
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら
す

た
め
の
マ
イ
バ
ッ
ク
の
利
用
促

進
、
さ
ら
に
は
、
ご
み
を
正
し

く
分
別
し
、
焼
却
量
を
減
ら
す

こ
と
で
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

減
少
で
き
る
。

【
菊
池
】
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

包
装
の
分
別
を
強
化
す
れ
ば

可
燃
ご
み
の
減
量
化
が
で
き

る
。
専
用
の
収
集
袋
は
で
き

な
い
か
。

【
生
活
環
境
課
長
】
新
た
な

費
用
負
担
が
生
じ
る
。
環
境

セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
用
袋
か

ら
中
身
を
空
け
る
作
業
が
生

じ
る
ほ
か
専
用
袋
自
体
が
新
た

な
可
燃
ご
み
と
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
現
行
の
体
制
を
維
持
し

つ
つ
、
分
別
意
識
の
向
上
を
図

る
。

【
菊
池
】
道
路
脇
に
捨
て
ら
れ

て
い
る
ご
み
を
よ
く
目
に
す
る
。

ポ
イ
捨
て
ゼ
ロ
宣
言
を
し
て
は

ど
う
か
。【

生
活
環
境
課
長
】
住

民
意
識
の
啓
発
、
高
揚

を
図
り
な
が
ら
散
乱
防

止
に
つ
な
が
る
よ
う
な

幅
広
い
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
を
規
制
す
る
条
例
等

の
整
備
を
早
急
に
検
討

し
た
い
。

【
菊
池
】
町
は
、
検
診
、
健
康

講
座
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
の
他

多
く
の
事
業
に
よ
り
健
康
寿
命

日
本
一
を
目
指
し
て
い
る
。
令

和
４
年
に
フ
ォ
レ
ス
パ
内
に
オ

ー
プ
ン
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に

地
域
の
日
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。

【
建
設
課
長
】
ジ
ム
は
、
多
く

の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
待

ち
時
間
も
あ
る
中
で
利
用
者
か

ら
増
設
の
要
望
も
あ
る
。
利
用

者
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら

地
域
の
日
の
必
要
性
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
た
い
。

【
菊
池
】
増
設
の
要
望
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
後
増
設

を
検
討
す
る
の
か
。

【
町
長
】
待
ち
時
間
が
出
て
い

る
中
で
要
望
の
声
が
大
き
く
な

る
よ
う
で
あ
れ
ば
検
討
す
る
余

地
は
あ
る
。

【
菊
池
】
森
林
の
温
泉
の
二
階

は
利
用
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
森
林
の
温
泉
は
、
利

用
者
の
減
少
に
よ
り
運
営
・
経

営
に
関
し
て
大
き
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
事
業
を
投
入
し
て

連
携
が
で
き
て
総
体
的
に
赤
字

を
解
消
で
き
る
か
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

【
菊
池
】
高
齢
化
が
進
む
と
社

会
保
障
費
も
増
え
る
。
健
康
で

介
護
保
険
を
使
わ
な
い
で
生
活

し
て
い
る
人
を
祝
う
取
組
が
で

き
な
い
か
。

【
福
祉
課
長
】
介
護
保
険
制
度

の
趣
旨
と
は
マ
ッ
チ
し
な
い
た

め
難
し
い
。
介
護
保
険
料
を
使

っ
て
、
要
介
護
認
定
を
受
け
た

方
以
外
の
健
康
な
方
で
も
参
加

可
能
な
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

【
菊
池
】
水
郡
線
に
快
速
列
車

の
要
望
が
で
き
な
い
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
町
で
は
、

茨
城
県
水
郡
線
利
用
促
進
会
議

に
加
盟
し
て
い
て
、
利
便
性
向

上
や
環
境
整
備
に
係
る
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
快

速
列
車
の
運
行
に
つ
い
て
も
要

望
を
行
っ
て
い
く
。

目につくポイ捨て (R118)

水
郡
線
に
快
速
列
車
の

要
望
を

介
護
保
険
を
利
用
し
な

い
人
に
お
祝
い
を
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ご
み
ポ
イ
捨
て
ゼ
ロ
宣
言
で
き
な
い
か

条
例
等
の
整
備
を
早
急
に
検
討
す
る

菊池靖一 議員

答 問

一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
飯
村
】
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
の
登
録
品
目
数
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
昨
年
度

２
９
０
品
目
か
ら
今
年
度
４
３

６
品
目
ま
で
拡
充
し
た
。

【
飯
村
】  

食
料
品
以
外
の
品
目

の
拡
充
は
行
っ
て
い
く
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
八
溝
産

材
の
製
品
や
、
今
年
度
は
旅
行

型
ク
ー
ポ
ン
の
登
録
を
進
め
、

他
の
品
目
拡
充
も
努
め
て
い
く
。

【
飯
村
】
当
町
で
は
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
に
よ
る
人
口
減
少

が
進
む
中
、
空
き
家
な
ど
所
有

地
の
適
切
な
管
理
が
行
え
て
い

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
所
有
者

の
中
に
は
都
市
部
な
ど
町
外
に

暮
ら
し
て
い
て
実
家
の
管
理
を

帰
省
時
に
行
っ
て
い
る
方
々
も

徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。
し
か

し
、
遠
方
に
住
ん
で
い
て
頻
繁

に
管
理
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う

な
方
々
に
応
え
る
よ
う
な
形
で

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
草
刈
り
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。

当
町
も
行
っ
て
み
て
は
い
か
が

か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
利
便
性

が
あ
り
、
町
の
特
性
に
あ
っ
た

好
事
例
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

作
業
を
行
う
事
業
者
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
詰
め
な
が
ら
登

録
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

【
飯
村
】
委
託
は
地
域
の
場
所

に
詳
し
い
地
元
住
民
で
、
現
在

も
町
内
に
お
い
て
草
刈
り
業
務

を
行
っ
て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
取
組
む

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
業
務
実

績
が
多
数
あ
る
の
で
、
時
間
や

面
積
、
金
額
な
ど
内
容
を
相
談

し
な
が
ら
登
録
に
向
け
た
連
携

は
十
分
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

【
飯
村
】
人
手
、
人
材
、
担
い

手
不
足
の
解
消
に
向
け
て
の
町

の
取
組
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
茨
城
労
働

局
と
連
携
の
下
、
就
職
支
援
事

業
の
実
施
。
ま
た
商
工
会
が
経

済
産
業
省
よ
り
経
営
指
導
の
受

託
な
ど
行
わ
れ
、
今
後
は
茨
城

県
事
業
継
承
・
引
継
ぎ
セ
ン
タ

ー
と
も
連
携
を
更
に
図
っ
て
い

く
。

【
飯
村
】
町
の
経
済
を
見
据
え

た
時
担
い
手
の
確
保
は
重
要
。

季
節
ご
と
の
繁
忙
期
な
ど
に
携

わ
る
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー(

兼
業
、

副
業)

の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な

職
種
を
体
験
す
る
こ
と
は
非
常

に
身
に
な
り
、
町
の
情
勢
を
知

る
う
え
で
大
切
な
こ
と
。
町
に

興
味
を
持
っ
た
方
々
が
農
業
体

験
を
通
じ
て
移
住
へ
の
関
心
を

高
め
る
よ
う
な
取
組
が
で
き
な

い
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
タ
ウ
ン
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
茨

城
生
活
実
現
事
業
な
ど
県
と
連

携
し
た
。
ま
た
、
都
市
部
の
大

学
生
の
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
と
し
て
の
授
業
な
ど
行
い

関
係
人
口
の
創
出
に
繋
げ
て
町

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。

【
飯
村
】「
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
整
備
」

で
、
道
の
駅
奥
久
慈
だ
い
ご
北

側
に
実
施
計
画
を

進
め
て
い
る
。
進

ち
ょ
く
状
況
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】

７
月
ま
で
設
計
業

務
を
行
い
、
工
期

に
つ
い
て
は
約
10

か
月
程
度
見
込
ん

で
い
る
。
約
６
５
０
㎡
を
整
備

予
定(

水
飲
み
場
、
足
洗
い
場

な
ど
環
境
整
備
も
含
む)

【
飯
村
】
ペ
ッ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

進
展
の
観
点
か
ら
、
今
後
の
町

の
考
え
方
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
観
光
誘
客

の
手
立
て
の
一
つ
で
あ
り
、
需

要
の
増
加
傾
向
に
伴
い
、
今
後

は
対
応
や
充
実
を
求
め
ら
れ
る

と
想
定
し
て
い
る
。

ドッグランの整備により新たな観光誘客として期待が持てる ( 道の駅北側敷地 )

草
刈
り
代
行
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

返
礼
品
の
登
録
を
検
討
し
て
い
く

答 問

飯村　剛 議員

自
然
環
境
を
生
か
し
た

ド
ッ
グ
ラ
ン
整
備
を

人
材
確
保
は
町
内
で
の

職
種
体
験
が
必
要
で
は

一般質問
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
佐
藤
】
町
長
は
、
６
年
前
、

庁
舎
整
備
の
経
費
削
減
、
県
北

を
横
断
す
る
高
規
格
的
道
路
の

整
備
、
子
育
て
支
援
・
教
育
の

充
実
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
高
齢
者

の
健
康
と
長
寿
、
地
域
医
療
の

確
保
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ト
化
の

活
用
と
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
整
備
、
地
域
産
業
・
農
林
業

の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
な
ど

の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
「
日
本
一
幸
せ
な
ま
ち
Ｄ
Ａ

Ｉ
Ｇ
Ｏ
づ
く
り
」
に
挑
戦
す
る

と
選
挙
時
の
公
約
に
掲
げ
て
い

る
。
掲
げ
た
公
約
が
実
現
す
れ

ば
、
町
民
を
め
ぐ
る
状
況
は

大
き
く
変
わ
り
、
将
来
の
展

望
が
開
け
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
そ
こ
で
、
進
ち
ょ
く

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

【
町
長
】
現
在
、
私
は
、
２

期
目
の
２
年
の
町
政
の
か
じ

取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
の

質
問
は
、
１
期
目
、
私
が
初

当
選
す
る
と
き
の
公
約
に
関

し
て
の
質
問
だ
と
理
解
し
て

い
る
。
２
期
目
の
町
政
の
か

じ
取
り
を
預
か
っ
て
い
る
の

で
、
１
期
目
の
評
価
を
得
た

上
で
、
今
こ
の
場
に
立
た
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
６
年
前
の
立
候

補
に
際
し
て
、
公
約
を
掲
げ
、

当
初
の
公
約
に
つ
い
て
は
、

既
に
達
成
し
た
と
認
識
し
て

い
る
。

【
佐
藤
】
大
子
町
で
は
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
７
０
０
０
人
を

超
え
て
い
る
。
高
齢
に
伴
っ
て

声
が
聞
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

既
に
全
国
で
は
３
２
０
の
自
治

体
が
補
聴
器
の
購
入
に
際
し
、

国
の
補
助
を
求
め
る
意
見
書
が

採
択
さ
れ
、
２
３
８
の
自
治
体

で
補
聴
器
購
入
の
助
成
制
度
を

行
っ
て
い
る
。
県
内
で
も
古
河

市
、
筑
西
市
、
土
浦
市
、
つ
く

ば
市
、
常
総
市
、
龍
ヶ
崎
市
、

城
里
町
、
大
洗
町
、
東
海
村
な

ど
９
の
自
治
体
で
実
施
し
て
い

る
。
大
子
町
で
も
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

【
福
祉
課
長
】
議
員
の
指
摘
ど

お
り
、
自
治
体
で
購
入
助
成
制

度
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
身
体
障
害
者
手

帳
を
取
得
し
て
い
る
場
合
は
、

原
則
、
１
割
の
自
己
負
担
で
購

入
で
き
る
。
補
聴
器
が
高
額
で

あ
る
こ
と
や
使
用
に
あ
た
っ
て

の
調
整
や
修
繕
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
必
要
で
あ
る
。
町
と
し
て

は
、
実
施
市
町
村
の
事
例
調
査

等
を
確
認
し
、
導
入
に
向
け
て

研
究
し
た
い
。

【
佐
藤
】
今
年
は
、
広
島
、
長

崎
の
被
爆
か
ら
79
年
に
な
る
。

旧
役
場
玄
関
前
に
は
「
非
核
平

和
都
市
宣
言
」
の
懸
垂
幕
が
設

置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
非
核
平

和
都
市
宣
言
は
単
な
る
宣
言
と

違
い
議
会
決
議
で
あ
る
。
な
ぜ
、

撤
去
し
た
ま
ま
に
し
て
い
る
の

か
。

【
総
務
課
長
】
掲
示
に
つ
い
て

は
、
各
関
係
機
関
の
依
頼
、
期

間
の
あ
る
も
の
に
限
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
段
階
で

は
設
置
を
考
え
て
い
な
い
。

耳かけ型（上）耳あな型（下）補聴器

旧役場玄関前に設置されていた
議会決議の懸垂幕

全
国
で
進
む
補
聴
器
購

入
助
成
制
度
の
検
討
を

非
核
平
和
都
市
宣
言
の

懸け
ん
す
い
ま
く

垂
幕
の
設
置
を

町
長
選
挙
時
の
公
約
の
進
ち
ょ
く
状
況
は

既
に
達
成
し
た
と
認
識
し
て
い
る

佐藤正弘 議員

答 問

一般質問
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わ
く
わ
く
わわ
くく

―
大
子
っ
子
の
夢
、
応
援
し
て
い
ま
す
―

わわ
た
し
の

た
し
の
夢夢

　

私
が
現
在
一
番
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
は
、
卓
球
で
す
。

　

私
は
、
４
歳
の
頃
か
ら
現

在
ま
で
、
10
年
間
に
渡
っ
て

卓
球
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

時
に
は
、
辛
く
て
諦
め
て
し

ま
い
そ
う
な
時
も
あ
り
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
練
習
を
し
た

の
に
試
合
結
果
が
よ
く
な
か

っ
た
時
、
何
度
も
練
習
を
休

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
私
が
こ
こ
ま

で
卓
球
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
た
く
さ
ん
の
人

の
支
え
が
あ
っ
た
お
か
げ
で

す
。
優
し
い
眼
差
し
で
陰
な

が
ら
見
守
っ
て
く
れ
た
家
族
。

技
術
だ
け
で
な
く
精
神
面
も

鍛
え
て
く
だ
さ
っ
た
コ
ー
チ
。

多
く
の
人
の
助
け
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
今
の
私
が
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
総
体
は
、
中
学
校

最
後
の
総
体
に
な
り
ま
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
全
て
の
人

に
恩
返
し
を
す
る
た
め
に
、

精
一
杯
プ
レ
ー
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

生瀬中学校３年

黒
くろだ

田　三
み

結
ゆ

樺
か
さん

　

町
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問

の
様
子
を
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
で
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
放
送
の

ほ
か
録
音
放
送
も
し
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

放
送
日
、
時
間
等
は
Ｆ
Ｍ
放

送
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

今
回
か
ら
私
た
ち
が
議
会
の

広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
議
員
の
活
動
が
見
え
な
い
」、

「
議
会
が
何
を
し
て
い
る
の
か
わ

か
ら
な
い
」
そ
ん
な
み
な
さ
ん

の
不
満
の
声
を
解
消
で
き
る
よ

う
「
見
え
る
議
会
」
と
「
魅
せ

る
議
会
」
を
心
掛
け
て
広
報
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

９
月
定
例
会
開
催
予
定

▽
９
月
４
日
（
水
）
開　
　

会

▽　
　

５
日
（
木
）
～

　
　
　

８
日
（
日
）
自
宅
審
議

▽　
　

９
日
（
月
）
一
般
質
問

▽　
　

10
日
（
火
）
一
般
質
問

▽　
　

11
日
（
水
）
一
般
質
問

▽　
　

12
日
（
木
）
予
算
・
決

算
委
員
会

▽　
　

13
日
（
金
）
予
算
・
決

算
委
員
会

▽　
　

17
日
（
火
）
逐
条
審
議

閉　
　

会

　

※
詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

委
員
長　

川　

井　

正　

人

副
委
員
長　

高　

村　

和　

成

委　
　

員　

介　

川　

秀　

男

委　
　

員　

根　

本　

厚　

子

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

剛

委　
　

員　

大　

森　

勝　

夫

委　
　

員　

須　

藤　
　
　

明

　

選
挙
後
、
初
め
て
の
定
例

会
が
開
会
さ
れ
、
様
々
な
観

点
か
ら
、
８
名
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
議
員
が
、
質
問
の
組
み

立
て
方
、
町
民
に
理
解
し

て
も
ら
い
や
す
い
工
夫
等
、

各
々
の
個
性
を
ち
り
ば
め
た

語
り
口
で
、
執
行
部
の
見
解

を
求
め
た
。
ま
た
、
町
の
将

来
を
担
う
小
中
学
生
が
子
ど

も
議
会
で
活
発
な
発
言
を
し

て
い
た
。
議
員
も
子
ど
も
議

員
も
、
想
い
は
一
つ
、
た
だ

町
の
為
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
の

活
動
や
、
議
員
の
想
い
を
町

民
に
理
解
し
て
も
ら
う
一
つ

の
ツ
ー
ル
（
道
具
）。
自
分

た
ち
が
、
町
の
為
に
活
動
し

た
事
や
目
指
す
べ
き
町
の
未

来
を
仲
間
と
と
も
に
語
っ
て

い
き
た
い
。（

川
井　

正
人
）

あ
と
が
き

9
月
定
例
会
開
催
予
定

シ
ン
・
広
報
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
紹
介

Ｆ
Ｍ
放
送
の
お
知
ら
せ


